
 

令和４年度 第 5 回  保土ケ谷区地域自立支援協議会 相談支援部会 議事録 

日 時     令和 4 年 10 月 28 日（金）15：30 ～ 17：10 

開催場所 ほどがや地域活動ホームゆめ食堂（リモート併用） 

出 席 者 

 

計画相談事業所 6 事業所 6 名 

生活支援センター 1 名 

区役所 1 名 

二次相談 1 名 

基幹相談 1 名 

横浜市健康福祉局 1 名 

インターバル実習生 5 名 

計 16 名参加  

欠 席 者  

開催形態 公開（傍聴人：  名） ・ 非公開 

議 題  

議事 １．事務局よりアナウンス 

今年度より相談支援従事者初任者研修において、インターバル実習が組まれることとなった。各区

で基幹相談支援センターや自立支援協議会に出席し、今後の実務に活かせるようにすることを目的

としている。区によって取り組みは違うが、保土ケ谷区では相談支援部会に出席してもらう形をと

り、初任者研修テーマにもある社会資源の共有についてグループワークで取り組むこととした。 

 

２．地域資源の共有 

①研修の目的、相談支援部会の内容、役割について 

・区自立支援協議会の運営ガイドラインを紹介。 

・障害福祉に関わらず分科会が設けられ、保土ケ谷区では９つの分科会がある。地域拠点部会が新

設された。 

→保土ケ谷区は『知る、伝える、つながる、ひろげる保土ケ谷区』をスローガンとしている。 

 

②グループワーク『地域資源の共有～休日の過ごし方あれこれ～』 

・３つのグループに分かれ、地域資源について情報を出し合い、KJ法でまとめる。 

・区の特性について発表した。 

 

③全体共有 

【Aグループ】 

・県営住宅が多く、高齢化や 8050等、多問題家庭が多い。 

・地区社協との連携が少ないが、連携が必要な世帯が多い。 

・当事者の居場所になる場所が少ない。 

・横の繋がりの希薄さを感じる。 

【Bグループ】 

・当事者部会があるのは保土ケ谷区の強み。他区からも出席希望がある。 

・利用者が入院する際に、近所のトリマーが様子を見に行ってくれたケースや、駅員、コンビニの

第１号様式 



店員が利用者の様子を事業所へ連絡してくれたケース等、地域から協力してもらえることもある。 

・気軽に集まれる場所がない。 

・坂が多い。 

・障害に対する理解があり、他都市からの移住者も多い。 

・交通の便が良い。バスも多いが、乗り継がないと行けない場所が多い。 

【Cグループ】 

・大きな公園や商店街、寺社が多い。 

・移動支援事業所や通所先事業所が多い。 

・当事者部会や相談支援部会が頑張っている。 

・8050問題が多い。 

・坂が多く外出が難しい。そのため車がないと外出出来ないというケースもある。 

・地域密着型である。 

・事業所数は多いが、偏りが多く行き来しにくい。 

・横の繋がりがない文化だったのかもしれない。 

・他区では胃ろう食を提供してくれるフレンチのお店もある。 

 

３．各事業所からの情報提供 

■光の丘相談室より 

・オンライン勉強会開催の周知（資料①参照） 

■保土ケ谷区役所より 

・『アドバンス・ケア・プランニングの進め方』研修開催の周知（資料②） 

・『障害者支援機関向け成年後見制度利用事業促進研修』開催の周知（資料③） 

・『成年後見制度課題別研修 終活支援編』開催の周知（資料④） 

■横浜市健康福祉局より 

・個別支援会議の開催等に関する研修の周知（資料⑤） 

■保土ケ谷区基幹相談支援センターより 

・保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会ホームページの周知（資料⑥） 

・保土ヶ谷区の計画相談進捗率…51.6%（883名／1625名）実施率は微増。 

・保土ヶ谷区の特定相談支援事業所数…21事業所 

・計画相談だけではフォロー出来ないケース等は、基幹相談支援センターへ相談してください。 

・次回相談支援部会は、相談支援従事者現任者研修と同日開催ではあるが、日程変更が難しいため

予定通りの日程で開催する。 

 

 

 

 

 

 

次回相談支援部会 

❐日時：令和 4 年 11 月 25 日（金）15：30～17：00 

❐場所：地活ゆめ 2 階食堂（リモート併用） 




























